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平成１５年中間期(６月)の沈下観測結果

標記について、別紙のとおりお知らせいたします。

なお、沈下の状況判断は、１年間のデータをもって行う必要があると考えていますが、

１７点の沈下観測点における昨年１年間の平均の沈下量が１７ｃｍであったのに対し、こ

の半年間の沈下量が８ｃｍであり、平成 年１月に当社が発表した「最終的な沈下は１13

２ｍから１２．５ｍ程度と当初予測と大きくずれずに収束する」という見通しに変わりは

ありません。

お問い合わせ先

施設整備本部工務部 TEL：0724-55-2183



別 紙 

平成１５年中間期(６月)の沈下観測結果 
平成１５年７月 

関西国際空港株式会社 
 

（１） 島内１７点の沈下量 
・ 平成１４年１２月から平成１５年６月までの６ヶ月間の平均沈下量は 8cmである。 

（単位：m） 
測    点 

計測日 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 平均 

H14.12 11.0 10.0 13.2 12.8 12.1 11.0 10.8 13.4 12.9 11.9 10.6 13.1 12.9 12.5 12.8 9.2 14.5 12.0 

H15.6 11.1 10.1 13.3 12.8 12.1 11.1 10.9 13.5 13.0 12.0 10.7 13.2 12.9 12.6 12.9 9.3 14.6 12.1 

（注）埋立地盤の圧縮量(0.5m)を含む。   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２） １２点の地盤高 

（単位：CDL+m）  

測    点 
測量日 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 

H14.12 1.6 2.8 3.5 3.3 3.2 3.2 2.5 3.9 3.4 4.5 4.5 4.7 

H15.6 1.5 2.7 3.4 3.3 3.2 3.1 2.4 3.8 3.3 4.4 4.4 4.6 
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